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１．教員紹介・主な研究分野	
 

現在、地域で療養する人の生活の質を確保しながら、安心・安全な在宅支援を行うことを

目的とした研究を行っている。主な研究は、①新入職訪問看護師の育成支援教育研究や、訪

問看護ステーションネットワーク構築に関する研究、②療養者の日常生活支援研究である。

また、①高齢者世帯における介護支援、②重症心身障害児介護の実態調査等、家族支援を目

的とする研究も行っている。これらの研究を通して、自宅で暮らしたいと願う療養者を、最

後まで支えられる在宅看護ケアの充実に携わっていきたいと考えている。 
	
 

２．研究業績	
 

①最の著書・論文	
 

<論文>	
 

・	
 小森直美.（2010）看護における「浴」の研究（3）.福岡大学大学院論集，42巻 2号，47‐66． 
・	
 山口美幸，土居清美，竹井安子，西裕美，小森直美.（2010）「地域中核病院における中途採用
看護職者の職場ストレスの実態―Ａ病院における中途採用看護職者に対する職場ストレスア

ンケート調査結果から―」第 10回福岡県看護学会集録集，，21‐24． 
・	
 小森直美.（2009）.看護における「浴」の研究（１）.福岡大学大学院論集，41 巻 1 号，１‐

14． 
・	
 小森直美.（2009）.看護における「浴」の研究（2）.福岡大学大学院論集，41巻 1号，15‐19 
・	
 小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ.（2009）. 医療依存度の高い在宅重症心身障害児の支援に
関する研究―保健師・訪問看護師の支援活動の転機から捉えた母親の障害受容過程―. 第 39
回日本看護学会論文集地域看護，149‐150. 

・	
 小森直美，藤岡あゆみ，小路ますみ．（2008）．看護学生の感動体験の考察と，その思考過程
の検討‐在宅看護実習後のレポートから‐，福岡県立大学看護学研究紀要，6（1），47‐54． 

・	
 小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ，宮田喜代志，川浪康男，中山みどり，北山后子．

（2008）．看護職・他部門間のコミュニケーション・リスクの構造．福岡県立大学看護学研究
紀要，5（2），61‐65． 

・	
 朝部明美，木村由美，松田有紀，小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ．（2008）．在宅重症心
身障害児支援に必要な職種間の統合ケアマネジメント．第 25回筑豊地区看護研究発表会集録
集，第 25回，20‐24． 

・	
 山口由加里，縄田真理，森下美穂，熊井章乃，上野マツ枝，溜渕裕美，西裕美，小森直美，

小路ますみ，藤岡あゆみ．（2008）．術後せん妄の発生予防介入ケアの考察‐患者指導実施の
前後比較検討から‐．第 8回福岡県看護学会集録集，，193‐196． 

	
 

②その他最近の業績	
 

<学会報告>	
 

・	
 北川明，生野繁子，櫨本和代，坂 井邦子，金城忍，中嶋恵美子，塚原ひとみ，正野逸子，室
屋和子，清水夏子，小森直美，山住康恵，安酸史子.（2010）「大学卒後 1年目看護師の看護技
術支援に関するニーズ」．第 30回 日本看護科学学会学術集会，北海道．  

・	
 山口美幸，土居清美，竹井安子，西裕美，小森直美.（2010）「地域中核病院における中途採用
看護職者の職場ストレスの実態―Ａ病院における中途採用看護職者に対する職場ストレスア

ンケート調査結果から―」第 10回福岡県看護学会，福岡県． 
・	
 的場なおみ，小路ますみ，小森直美.（2010）「老人保健施設利用者と家族面接に影響を与える
もの」第 41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 

・	
 山口純佳，小路ますみ，小森直美.（2010）「介護者による療養者殺人の要因とその予防策」第
41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 



・	
 永田佑三子，小路ますみ，小森直美.（2010）「オムツ使用患者の家族に対する排泄援助の教育
内容とその必要性」第 41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 

・	
 田原あゆみ，小路ますみ，小森直美.（2010）「在宅復帰早期に見られた介護者の困惑からみた
退院指導の方向性」第 41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 

・	
 小森直美.（2009）.訪問看護ステーション管理者からみる新入職訪問看護師の育成支援実態と
課題.第 35回日本看護研究学会学術集会，横浜． 

・	
 三村由江，矢川京子，豊福麻紀，西裕美，小森直美.（2009）.第 9回福岡県看護学会，福岡県． 
・	
 小森直美．(2008)．「高齢者の｢運動器の機能向上｣に関する諸問題‐介護認定審査員のグルー
プ・フォーカス・インタビューより‐」．第 12回日本在宅ケア学会学術集会，東京． 

・	
 小森直美．（2008）．「訪問看護ステーションにおける新入職看護師の育成支援に関する諸問
題」，第 34回日本看護研究学会学術集会，兵庫県． 

・	
 豊福麻紀，矢川京子，三村京子，高橋幸子，西裕美，小森直美，藤岡あゆみ，小路ますみ．

（2008）．「病棟看護師の訪問看護留学における在宅看護の学び」，第 39回日本看護学会学
術集会看護教育，岐阜県． 

・	
 小森直美，小路ますみ，藤岡あゆみ．（2008）．在宅看護実習における経験型実習指導の問題
点と解決策の検討．第 28回日本看護科学学会学術集会，福岡県． 

・	
 山口由加里，縄田真理，森下美穂，熊井章乃，上野マツ枝，溜渕裕美，西裕美，小森直美，

小路ますみ，藤岡あゆみ．（2008）．術後せん妄の発生予防介入ケアの考察‐患者指導実施の
前後比較検討から‐．第 8回福岡県看護学会，福岡県． 

・	
 小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ，（2008）．医療依存度の高い，在宅重症心身障害児の支
援に関する研究‐保健師・訪問看護師の支援活動の転機から捉えた母親の障害受容過程‐，第 39
回日本看護学会地域看護，静岡県． 

・	
 宮城陽輔，小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ．（2008）．統合失調症患者の気分変動を起こ
す要因，第 39回日本看護学会学術集会精神看護，兵庫県． 

・	
 新開博，小路ますみ，小森直美．（2008）．介護度が高い独居高齢者の生活を支える要因～独
居療養者の訪問一事例から～．第 39回日本看護学会学術集会地域看護，静岡県． 

・	
 井上麻衣子，小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ．（2008）．高齢者に対する介護予防事業の
効果的運営に関する考察‐老人会と密着したデイサービス事業を通して‐第 39回日本看護学
会学術集会地域看護，静岡県． 

・	
 真子めぐみ，小路ますみ，小森直美．（2008）．訪問看護師が療養者と信頼関係を築くための
留意点．第 39回日本看護学会学術集会地域看護，静岡県． 

・	
 清水麻央，小路ますみ，小森直美．（2008）．高齢者を在宅で看取る家族の心理的過程～一事
例考察から～，第 39回日本看護学会学術集会地域看護，静岡県． 
 

③過去の主要業績	
 

・	
 小森直美，園田めぐみ，安河内清子「ラジオ体操カードの仕	
 組みを利用したオリジナルのリ

ハビリカードを作成して」メディカ出版，整形外科看護	
 9巻11号，平成16年，Ｐ.40‐Ｐ.44 
・	
 小森直美，小路ますみ，藤岡あゆみ．（2007）．本学在宅看護実習における対象事例ならびに
学生の技術体験に関する実態調査．福岡県立大学看護学部紀要，5号 1巻，P34‐P42． 

・	
 小森直美．（2007）．浴の現象学的研究（１）．福岡大学大学院論集，39巻 2号，P１‐P14． 
	
 

３．外部研究資金	
 

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 C），「訪問看護ステーションにおける新入職看護師
の育成支援ツール開発に関する研究」、290万円、平成 20年度～平成 22年度、共同研究（研
究代表者：小森直美） 

	
 

５．所属学会	
 

日本看護科学学会員、日本看護研究学会員、日本在宅ケア学会会員、日本看護学教育学会員、



日本看護協会会員 
	
 

６．担当授業科目	
 

<学部>	
 

在宅看護論Ⅰ・2単位・2年・後期、在宅看護論Ⅱ・1単位・3年・通年、在宅看護実習・2単
位・3年・通年、総合実習・3単位・4年・前期、専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期、卒業
研究・2単位・4年・後期 
<大学院>	
 

在宅看護学特論・２単位・修士・１年・前期、在宅看護学演習・２単位・修士・１年・後期 
	
 

７．社会貢献活動	
 

・	
 福岡県福岡市介護認定審査会・審査委員 
・	
 芦屋町立中央病院における看護研究指導講師 
・	
 平成 22年度福岡県看護実習指導者講習会講師「演習指導」平成 22年 7月 7日ほか（計４回）
福岡県看護協会 

・	
 平成 22年度福岡県看護実習指導者講習会講師「実習指導案発表・評価（講評）」平成 22年 11
月 11日福岡県看護協会 

・	
 芦屋町立中央病院看護研究発表会講師（評価・講評）平成23年3月29日 
・	
 日本看護学教育学会査読委員 
・	
 田川総合型地域スポーツクラブEASTクラブ実行委員 

 
８．学外講義・講演	
 

平成 22年度福岡県看護実習指導者講習会講義「実習指導の実際(在宅看護論)」平成 22年 7月 5
日、福岡県看護協会 

	
 

９．附属研究所の活動等	
 

ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 


